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　最終予算額　 （Ａ)

　決　算　額 （Ｂ)

Ｂ(H24はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費 （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H24はA)＋Ｃ）

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-07,5-07 部・課

事　業　名 県営住宅改善事業

10 08 03

公営住宅法、公営住宅ストック総合改善事業補助金交付要綱、下水道法

実施方法
国庫･
県単

県が直接実施・委託（長野県住宅供給公社）

実施期間 H3 根拠法令等

国庫補助事業

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

居住環境の向上及び住宅の長寿命化を図り、県営住宅ストックの有効活用を推進する。

対　象 下水道に未接続の県営住宅

目指すべき姿
下水道に未接続な県営住宅を解消することにより、県営住宅の居住環境の向上を図り、併せて公共用水域の保全や水環境
の改善に寄与する。

事業内容

市町村の公共下水道の供用開始に併せ、県営住宅を公共下水道へ接続し水洗化を図る。

23年度 24年度（当初）

145,037 73,689

256,003

66,366

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分 単位 22年度

　概　算
　人件費

人 1.20

千円 261,459

23年度事業費の主な内訳

千円 143,195 132,021 ・工事請負費（下水道接続工事）：39,228千円
（請負先：大信工業㈱ほか）
・委託料（下水道接続設計）：100,622千円
　　（委託先：長野県住宅供給公社）

千円 251,425 140,989 ―

千円

1.20 1.20

千円 10,034 9,910 9,910

657千円/戸

150,899 141,931

24年度（見込）22年度

③
事
業
実
績

成果指標・活動指標内容 単位

⑤
事
業
の
課
題

県の関与を見直す
余地

左記以外のH23年度実績

公共下水道接続戸数(活） 戸 323 370 201

23年度

公共下水道に接続した団地は、石井団地（上田市）、常盤
上一（大町市）、村上団地（坂城町）、泉団地（佐久市）の計
4団地

<効率指標　算出式>
　（決算額（H24は予算額））／（公共下水道接続戸数）

④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23) 事業成果・評価 評価区分

b
期待どおり

事業ニーズの変化 判
定
の
説
明

下水道法により公共下水道への接続期限（下水道供用開始から
3年以内）が定められているため、施設所有者としての県の関与
が必要である。

事業改善（有効性・
効率性）の余地

□　余地あり□　余地なし ■　当面余地なし

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

市町村の公共下水道の供用開始にあわせ、公共下水道へ接続することにより、県営住宅の居住環境の向上を図る
ため、引き続き事業の実施が必要である。

特記事項

担
当
課

■　横ばい □　減少

市町村の公共下水道供用開始にあわせ、公共下
水道へ接続する。
　・接続戸数：4団地370戸

4団地370戸が公共下水道に接続され、水洗化されたことにより、居住環境
が向上し、期待された効果が得られた。

778

建設部 住宅課

3654

jutaku@pref.nagano.lg.jp

内　線

E-mail

■　余地なし □　当面余地なし

<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>
381

□　増加

□　余地あり

区　分 判　定　・　説　明


